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研究成果の概要（和文）： 

本研究の結果、これまで経済学で主に使われていた数量分析の手法が、この課題には必ずしも

適切でないこと、一国家に多民族が併存することが、必ずしも経済成長を低め、経済を不安定

化させないこと、が示された。更に、民族の特性は経済状況の変化を受け進化し、経済そのも

のも民族の特性の影響を受け進化することを明らかにし、相互に影響を与える様々なルートを

判明した。これらの分析を基に、民族の多様性に対し取り組む政策の在り方を示した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This research established that (a) the quantitative methods which economists have mainly 
used to analyze the relationships between ethnic diversity and the performance of African 
economies are not necessarily appropriate for this purpose, and (b) ethnic diversity does 
not necessarily lower economic growth or increase economic instability. In addition, the 
research showed that ethnic identity and economy are mutually dependent, and identified 
the various routes through which ethnicity and economy affect each other.       
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１．研究開始当初の背景 

既存の経済学は、経済主体が同質であると
の仮定を基本として組成されているが、経済
主体の異質性、あるいは豊かな多様性こそが
今日のグローバル経済を形作るものである。
本研究を開始した当初は、世界経済を一体化
する流れが進む一方、国家ごとに異なる経済
活動、政治･社会･法などの多様さが、より明

白に浮き彫りにされていた。また、市場原理
に基づく現在のグローバル経済の構造が、必
ずしも人々の厚生を最大化し、経済の安定を
もたらすものでない事も明らかになってき
ていた。 
経済学では、本研究を開始した頃に、経済

主体の多様性を分析に取りいれる試みが盛
んに行われていた。例えば、理論では、個人
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や企業の経済主体を、これまでのように同質
（homogeneous）と仮定するのではなく、異質
なもの（heterogeneous）として取り組み、
市場経済の安定性等の特性を検証する研究
が多くみられた。しかし、これらの試みは、
多様性の一側面を捉えるもの、あるいは既存
のモデルの枠組みでパラメーターを一部変
えるもので、現実社会の多様性を反映するに
は至っていなかった。 

理論的には、経済主体の選好が異質であっ
ても、十分に同質で近いか、あるいは均等に
分散している市場経済においては、安定的な
均衡が存在することが知られている。しかし、
この条件に合致すると仮定しうる国はそれ
ほど多く存在せず、アフリカ諸国を含め、こ
の仮定が成立しないケースが大多数であっ
た。 

また、実験経済学の研究により、経済主体
の選好が多様である経済においては、市場メ
カニズムは経済主体の厚生水準が顕著に不
平等である均衡に導きうることが示されて
いた。この選好の多様性が民族に基づくもの
であれば、不利益をこうむる民族コミュニテ
ィに属する経済主体は、政治的な組織化を通
じて、この状況を改善するために交渉力のあ
るグループを形成するであろう。もし、交渉
がうまくいかなければ、不利益をこうむって
いる民族コミュニティは、集団で市場あるい
は経済システムから退出するよう脅しをか
けるか、実際に退出することができる。すな
わち、市場原理が支配的な経済システムは、
複数の民族コミュニティを擁する国では、内
在的に不安定でありうることが示唆されて
いた。しかし、本研究開始時点では、これら
の研究は萌芽的なものであり、最終的な結論
を得るには、より包括的な分析が必要である
と考えられていた。 

実証研究では、民族の多様性と経済成長の
関係が、回帰分析で広く分析され、負の相関
関係が検出されていた。しかし、この結果は、
個別の事例研究で確認されてはおらず、負の
関係の詳細は明らかにされていなかった。ま
た、空間経済学で、民族の経済的特性が地域
経済で補完的に作動していれば、民族の多様
性は経済成長にプラスに働くことを示しえ
た。 

また、民族の多様性と経済の不安定性に焦
点を当てた実証研究は、本研究を始めた時点
では、見受けられなかった。そこで、本研究
で、空間経済学と実験経済学を地域研究・経
済史・政治学・人類学と有機的に組み合わせ、
民族の多様性と経済の不安定性のリンケー
ジを解明しようと試みた。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、経済学、経済史、政治学、
人類学を学際的に組み合わせ、アフリカを対

象に、民族の多様性と経済の不安定性のリン
ケージを包括的に検証し、経済政策と経済制
度への含意を導出することであった。多様な
民族が混在する国家で市場メカニズムが安
定的な均衡を導くものと前提し、経済政策を
遂行することは妥当なのであろうか。民族の
多様性と経済成長との間には、有力な学説で
主張されるように、負の相関関係が真に存在
するのであろうか。民族の経済的特性は、経
済環境の変化に対応し進化するのではない
だろうか。民族のつながりを基盤とする政治
体制が、民族間の経済的格差を深化させ、経
済を不安定にしているのではないか。 
本研究では、理論、実証、実験、歴史的考

察にケース・スタディーを加え、これらの疑
問に答えつつ、分析結果から得られる見識を
基に具体的な政策提言を行った。ケース・ス
タディーには、直近、民族間の亀裂を原因と
して紛争の発生したケニアを取り上げた。 
アフリカ諸国は、過去 20 年間、市場ベー

スの経済改革を導入し、グローバル経済によ
り深く統合されてきた。その間、経済成長率
は顕著に増大し、インフレは収まり、国際収
支は改善した。しかしながら、同時に、所得
分配は不平等化し、絶対的な貧困が深刻化し
た。拡大する所得格差、蔓延する失業、ます
ます希少となる土地と水資源と結びついた
社会的な摩擦は、多くのアフリカ諸国をより
不安定にし、民族間の衝突等のショックに対
してより脆弱にしていた。 
しかし、アフリカの諸国で観察される不安

定は、民族的に差異のあるコミュニティの併
存によってもたらされることは確かではな
かった。他に同じように重要な要因が作用し
ていることを先験的に排除することは出来
ない。あるいは、政治システムが民族の異質
性を利用している可能性もあり、それが経済
の不安定性をもたらしている可能性も考慮
しなければならない。また、アフリカ経済で、
市場経済システムが資源配分に果たす力は、
どの程度支配的なのであるか定かでなかっ
た。アフリカ研究で通常考えられているより
も国家の権力が強く、それが資源配分の不平
等や貧困の深刻化を生み、牽いては経済の不
安定化をもたらしているのではないだろう
か。民族コミュニティの経済活動における特
性や選好の違いは、どの程度有意なものなの
であろうか。この違いは、市場経済の正常な
運営を妨げるほどのものであろうか。 
本研究では、これらの問を背景に、アフリ

カを対象に、民族の多様性の様々な含意を検
証した。 
 
３．研究の方法 
本研究の目的達成に不可欠と考えられる

研究項目を、あらかじめ設定し、研究代表
者・研究分担者・連携研究者及び研究協力者



 

 

が、各々の専門分野に属する項目を担当し、
研究を遂行し、多くの論文を作成した。研究
項目を、大きなテーマごとに、4 つのグルー
プに分け、半年から１年ごとに、1 つのグル
ープの研究を完了させ、本研究に参画する研
究者全員が参加するコンファレンスを開催
した。そして、コンファレンスでの議論で得
たアイデアを糧に、各々の研究の更なる向上
を目指した。 

4 つのグループの研究が完成した後、論文
を纏め、コンファレンス・ボリュームとし編
集し、最後に締めくくりとして、公開シンポ
ジウムを開催した。更に、研究代表者が中心
となり、経済政策及び経済制度への含意を中
心に、本研究を集大成させ、一冊の本として
まとめた。 

 
４．研究成果 
 

当初の企画では、5名の国内研究者に加え、
海外から、18 名の研究協力者の参加を求め、
開発経済学・理論経済・経済史・人類学・政
治学で構成する研究グループを構築し、共同
研究を進める予定であった。しかし、実際に
は、３年間の研究期間を通し、当初の予定を
超え、海外から計 19 名、国内から計 49 名の
研究協力者が参加し、当初の想定を超えた成
果を挙げた。 

 本研究では、当初の計画を大きく上回り

計 40 本の論文が作成された。本共同研究の

コンファレンスを計５回開催し （当初の

計画は４回）、これらの論文を個々仔細に

議論した。研究成果を、当初の計画通り、

３冊の論文集として商業出版する予定で、

編集作業をほぼ完了した。（１冊目は、昨

年７月に刊行。） 

 研究内容としては、当初の予定どおり、民

族多様性の経済への影響を、包括的また抜本

的に分析した。また、経済実験、経済地理学

等、この分野ではこれまで用いていなかった

手法を導入し、分析手法の多様化も試み、以

下の点を明らかにした。 

 

・ 複数の異質な民族の併存が、市場経済の
効率性、最適性、安定性に与える影響 
（下村論文） 

・ 民族の多様性、その他、経済の不安定化
要因 （Shipton 論文等） 

・ 市場経済の導入がもたらした民族固有の
経済的特性の変化。民族コミュニティ間
の格差の現状とその要因。政治制度にお
ける民族の役割と経済の安定性との関連 
（Stewart, Berman 論文当） 

・ 多様な民族が併存する国家で経済安定化

に寄与する税制、地方自治制度、公共財
の供給の仕組み。（Ghai 論文当） 

・ 民族の特性が補完的に作動し、地域経済
の経済効率を高め、経済成長にプラスの
要因となる分析事例（浜口論文） 

 
これらの結果を踏まえ、ナイロビで、ケニ

ヤ共和国首相を迎え、「負の民族性からの転
換」をテーマに公開シンポジウムを開催し、
ケニヤ政府のこの分野の政策構成に貢献し
た。同様に、ナイロビで、本研究の成果を基
に、政策担当者を招き、Social Cohesion and 
Inclusive Development をテーマとするコン
ファレンスを開催し、ケニヤ政府の政策立案
に貢献した。 
 
日本の学会や政府・実業界への貢献として

は、以下２点挙げられる。 
１、個人や社会の多様性がもたらす格差や

摩擦や紛争、それに伴う国内あるいはグロー
バル経済の不安定化が、国際社会や開発途上
国のみならず日本の大きな政策課題となっ
ている。したがって、日本で、この分野の研
究の学術的並びに実務的な需要が顕著に増
大してきたが、日本でのこの分野の研究の蓄
積は乏しかった。今後のグローバル化の中で
は、こうした知的な制約を打ち破ることが重
要であり、本研究は、アフリカを例として取
り上げ、日本の研究実績を作り上げた。 
 
２．アフリカを始め、諸外国の経済内部の

多様化に対応する戦略や政策を立案し実践
に応用できる研究は、日本にとって益々重要
になってきている。グローバル化の進展とと
もに日本経済は、相対的な地位を低下しつつ
あるが、このような状況下で、世界の多様な
経済・市場・行動原理などを明確に理解する
ことは、今後の日本経済の国際的な戦略立案
にとって欠かせない。本研究は、日本政府の
国際戦略や対途上国援助政策の基盤強化、国
際機関の対アフリカ融資政策の新たな視点
を提示した。 
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